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　近年私達が耳にする音楽は、明治以降西洋から
入ってきた音楽が発展してきたものであり、日本
古来より伝わる民謡（伝統的な歌謡曲の総称。日
本語の発声、韻からうまれたもので、日本固有の
音楽の原点といえる）や浪曲（明治初期から始まっ
た演芸「浪花節」ともいわれる）といった楽曲と
は異なるものである。声帯をつめて声を出す日本
的発声に対し、西洋の発声は、教会音楽を発祥と
した柔らかい響きが基となっているため、歴史的
に生活面や精神面での受け止め方が異なる。した
がって日本人が西洋音楽を歌う場合は、発声面で
まず問題点を抱えている。保育者が幼児に指導す
る主たる童謡は、西洋音楽の流れから進歩したも
のであるため、童謡を歌う、指導するという面に
おいても同様である。
　西洋音楽が輸入されて以来、日本は飛躍的な進
歩を遂げた。童謡では、戦後活躍した中田喜直、
團伊玖磨、大中恩、湯山昭といった作曲家が発展
させたといっても過言ではない。歌うことはすべ
ての音楽の根幹をなす。生まれた時からちまたに
は音が溢れ、良し悪しに関わらず耳から入ってく
る。やがて言葉を発するようになると、興味のあ
る子は見る間に歌を覚え口ずさみ、ある子は体を
揺らしながら手ぶり足ぶり歌ったりもする。又な
かにはあまり興味を示さない子（歌おうとしない
子や反応しようとしない子）もいるが、そういう
子たちは、その間じっくり頭と体に音楽を蓄えて
いると考えることもできる。どちらにしても、幼
児期の子どもたちに楽しく正しい体験をたくさん
与えることは非常に意義のあることである。その
ために現在楽しい魅力的なたくさんの童謡を正確
に表現することこそ必要で、保育者の持つべき音
楽的素養が求められる。
　一般的に幼児教育現場の歌の指導で耳にするの
は、「はい！元気よく！」や「大きな声で！」といっ
た掛け声で、子どもにただ元気さを求め、強く固
い声で、音程のないリズム唱のようなものになっ
ている場合が多い。これは幼児の声帯に非常に悪
影響で、音域が狭くなるだけでなく、歌唱の表現
にも大変悪い影響を与えている。ただ、幼児が正
しい音程というものに意識が持てないのは、それ
を指摘できない保育者に問題があるといえる。保
育者は歌うために必要な自然な呼吸法、美しい発
音、深い詩の解釈等に習熟し、幼児に適切な歌唱
を指導してもらいたいと願う。
～　歌声について　～
　先にも述べたが、日本人の発声は西洋のそれと
は異なっている。声帯にできるだけ負担をかけず、
柔らかい響きと広い音域をもって幼児の指導にあ
たってもらいたい。そうすることで、日常の保育
においても声帯を酷使せず、喉を潰すといった状
態を回避できる可能性がある。
［　保育者自身が身につける呼吸法と発声法　］
　発声に必要な筋肉群には、体外郭筋肉群（随意筋）
と外喉頭筋肉群（随意筋）と内喉頭筋肉群（不随
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意的筋肉）がある。これらの筋肉群を訓練するこ
とによって、発声及び呼吸器官の働きを活発にす
る。そして歌唱に際しては、これらの筋肉群が関
連を保って、無意識のうちに働くようにするのが
理想である。筋肉群の訓練には、支持関係の筋肉
の体操と呼吸関係の筋肉の体操とがある。（引用１）
当短期大学では、木下武久氏の呼吸法に基づき指
導を行っている。下記はその詳細である。
Ａ． 喉頭の支持に関する訓練
　喉頭の支持とは、喉頭をがっちりと固定するこ
とではなく、発声時に、喉頭周辺に力が入り喉頭
が楽器としての働きを失ってしまうのを防ぐこと
である。以下の 4 通りの体操がある。
①　 後頭部、両耳とその上の部分、眉毛とその上
の部分の皮を、同時につむじへつり上げる。（ポ
ニーテールの時の感じ。軽く下をむく。）それ
に加えて頬で笑う。同時に鼻から軟口蓋へ軽
く息を吸う。
②　 うなじでそばでもすするように、細く空気を
吸う。
③　 背中で咽喉の深いところを開く。（嘔吐の時の
状態）
④　 胸を高くゆったりと保ち、喉を前に開く。喉が
開くと共に喉頭は胸の中に沈む。喉頭の沈む動
きを胸で止めずに、感覚的に腰の方向へ流す。
Ｂ． 呼吸に関する訓練
　歌唱は、一杯に吸い込んだ予備吸気量（安静時
に吸息が終わったところからさらに吸うことがで
きる最大のガスの量）で歌うのではなく、予備呼
気量（安静時に呼息が終わったところから、さら
に吐くことができる最大のガスの量）及び残気量
（最大まで空気を吐き出し終えたとき、肺の中に残
るガスの量）を主として使う。呼吸の訓練は、全
肺気量（最大まで空気を吸い込んだ場合に、肺の
中にあるすべてのガスの量）を増やすために行う
のではなく、残気量を最大限に利用できるように
する。
①　 基本姿勢をとりつつ上体を四分の一ほど前方
へ倒す。上体を起こしながら、左右へ開いた
腰の部分を絞り、歯と舌の先で軽く抵抗をつ
けて、息を体外へ流し出す。
②　 まず基本姿勢をとり、肋骨の最下部を斜め上
方へ絞り、息を体外へ流し出す。（歯と舌の先
で軽く抵抗をつける）この場合、基本姿勢を
崩さぬこと。
③　 まず基本姿勢をとり、みぞおちの部分の力を
抜き、そこへ指をそろえて直角に当て、押す。
息を止めて、その指を瞬間的に押し返す。
　以上の A、B の訓練はすべて、各ナンバーを軽
く 10 回ずつ繰り返す。一度働かせたら直ちに元に
戻す。そして再び新たな働きで繰り返す。決して
無理に力を入れたり、一度に 10 回以上しないこと。
一日の回数は、朝夕２回、もしくは朝昼晩の３回
が適当である。（以上Ａ、Ｂの項は木下武久氏の発
声法講習会の講義録による）( 引用２)
Ｃ． 発声練習
　具体的な発声練習として、当短期大学では、東
保著の『音楽（音楽リズム）』第 7 講に基づき、下
記のとおり行っている。
１． 母音「オ」（スタッカートの時はホ）によるレガー
ト、スタッカートの練習。
　以上の練習をそれぞれ数回ずつ行う。ファルセッ
ト（裏声）に近い弱い声で歌う。鼻腔内の共鳴はしっ
かりとって息は軽く行うこと。
２． 母音「オ」又は「ムの口でミと発音」（ドイツ
語で u のウムラウト）による分散和音及び五
度の音階練習
　　 いずれも弱く、より弱く、軽く、唇はできる
だけ狭く行う。
３． 母音「ウ」を基本にした母音の統一
　　 各母音に共通性を持たせることで、歌の表現
をより豊かでわかりやすくする。
　　 各練習は決して強くならないように行う。
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　以上の練習を通して、無理のない柔らかく機能
的な声をめざし、日々の保育に役立ててほしい。
～　幼児の発声　～
　前述したように、幼児教育の現場で子どもたち
が歌っている声は、元気に！大きな声で！が基本
となり、地声が強く音程を感じることができない
場合が多い。地声で歌うため、正しい音程で歌う
ことができないわけで、頭声発声を身に付ければ、
幼児は弱い声ではあるが正しい音程で歌うことが
できる。当音楽教室では簡単な短いカノンの曲を
使って次のような方法で指導している。
　「かえるのうた」を使って説明すると、まず初め
に原調（ヘ長調）で歌う。これをお母さんがえる
とイメージする。次に長 2 度上げてト長調、これ
をお姉さんがえるとイメージして歌う。その次に
お父さんがえるで歌う。この調は低いイ長調で、
決して叫ばずゆったりと歌う。最後に赤ちゃんが
える。この調はお父さんがえるより 1 オクターブ
高いイ長調で、弱く、音高を十分感じてやさしく
歌うよう指導する。（譜例１参照）（引用３）どの
調も常に音高を意識させる。そのためのお母さん、
お姉さんといったイメージであることが大切であ
る。どの音域も弱く柔らかいイメージを大切にし、
保育者は美しい声を目標に忍耐強く指導できるよ
う願う。
～　言語について　～
　発声の問題に次いで大切なことは、ことばである。
　歌を歌うということは、その内容を表現し伝達
することで、内容を深く把握し正確に発音する必
要がある。日本語は元来読んだり書いたりする文
化で、外国語は会話をすることに重点が置かれた
ものである。たとえば、「心」という言葉は、漢字
一字で表すことができ、一目見るだけで意味を感
じ取ることができる。しかし、話すと「こころ」
となり、歌になると 3 音必要になる。対して英語
では、「heart」で、アルファベットでは 5 字だが
発音は母音一つである。したがって歌では一音で
すむ。（下記参照）これは大変大きな違いで、歌で
詩の意味を表現するという点で、非常に困難な課
題の一つである。
　発音上の留意点は、濁音、鼻濁音、無声音、摩擦音、
破裂音、吃音等あり、可能な限り明確にしなけれ
ばいけない。そして、ことば一つ一つの抑揚、詩
全体の中でその言葉の持つ役割など見極めた上で
の表現のための発音であるべきである。特に注意
が必要な発音は、濁音（ガ行、ざ行、ダ行、バ行）、
鼻濁音（鼻に抜いて発音されるガ行音で、一般的
に単語の最初以外のガ行音や、助詞の「が」「がな」
など）、無声音（母音を伴わずに子音のみの音）で
ある。無声音は、歌の中で無声音であるかどうか
を決めるのは大変困難なことである。作曲家が指
示している場合もあるが、それ以外は演奏家が考
え、自然な日本語の表現になるよう歌わなければ
いけない。（例：「あした」のし・「います」のす等）
～　詩の解釈と表現　～
　童謡には、物語性のあるもの、子どもの視点か
ら見た素朴な疑問、ユーモアのあるもの、また最
近では言葉の遊びのような詩としての意味をなさ
ないようなものもあるが、それでも多種多様な世
界観を醸し出している。保育者は、詩の持つ意味
をよく理解し、言葉の持つ抑揚を取り入れて、表
現豊かに朗読できなければ、良い歌を歌い、教え
ることはできない。何度も朗読することによって、
詩の解釈は一層深められ、よりその歌を理解でき
るようになる。それから、音程、リズムをとり、
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歌を仕上げていくのが最善の方法である。
　有名な童謡「やぎさんゆうびん」（まどみちお作
詞、團伊玖磨作曲）で考えてみると、
　　しろやぎさんから　おてがみついた
　　くろやぎさんたら　よまずにたべた
　　しかたがないので　おてがみかいた
　　「さっきのてがみのごようじなあに」
　詩は何の変哲もないものだが、最後にはふっと
笑みがこぼれるようなかわいらしい詩である。最
後のフレーズは、「　」で記したが、くろやぎさん
からしろやぎさんに宛てた手紙の内容である。最
初のフレーズと二段目のフレーズの終わりは四分
音符だが、三段目のフレーズから最後のフレーズ
へは八分音符で入っていくので、ブレスがしづら
くなっている。だが、最後のフレーズはそれまで
の説明とは違い手紙の内容であるため、必ずその
前でブレスをして、歌いなおさなければいけない。
（譜例２参照）
　子どもたちと「食べてしまったお手紙にはなん
て書いてあったのかな？」などと話して、2 番では
逆にしろやぎさんも手紙を食べてしまう…きっと
子どもたちは、色々と感じたことを話してくれる
だろう。
　童謡を表現するにあたって、まず詩に対する理
解が深まり表現力がつくと、旋律へのアプローチ
が容易になり、歌全体に説得力が生まれてくる。
保育者の説得力ある歌唱は、幼児たちに大きな興
味を起こさせ、また、従来ともすればリズム教育
に偏りがちであった幼児の音楽教育を、大変潤い
のあるものにすることであろう。
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